
３月３日（火）、内野中学校第７９回卒業証書授与式が行われ、３年生２５４名がそれぞれの道に向かって巣立っ

ていきました。校長先生から生徒一人一人に卒業証書が手渡されました。返事をして卒業証書を受け取る３年生

の姿はとても立派なものでした。 

卒業合唱では「友～旅立ちの時～」を歌いました。練習時間は限られていましたが、素晴らしい合唱を披露する

ことができました。以下に、卒業式で読まれた式辞、送辞、答辞の内容を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 内野中ブログ 
ＱＲコード 

新潟市立内野中学校だより 令和8 年3 月18 日（水）発行 第10 号 新潟市西区内野西１－１０－１ 電話 025 ｰ 262－3161  
             生徒数 １年生265 名  ２年生286 名 ３年生254 名 計804 名（3 月18 日現在） 

式辞（一部抜粋） 
春の息吹が日に日に感じられる今日、ここに第７９回卒業証書授与式を挙行できることを大変嬉しく思います。

ＰＴＡ会長・長谷川真也様をはじめ、多くの保護者の皆様のご臨席に、心より御礼申し上げます。 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。今、手にした卒業証書には、この三年間の学びと思い出が詰

まっています。「飛翔祭」や「輝瞳祭」をはじめとする学校行事や日常生活での取組を通じ、皆さんは後輩たちに

憧れと感動を与えてくれました。その成長を私は心から喜び、感謝しています。 

これから歩む未来は、変化の激しい VUCA の時代であり、society5.0 と呼ばれる超情報化社会が広がろう

としています。そんな時代に求められるのは、新たな価値を生み出す「創造力」、困難に直面しても仲間と協力し

て乗り越える「協働性」、そして多様性を受け入れる「コミュニケーション力」です。さらに、人間にしかない感情や

感性を磨くことも重要です。 

皆さんに伝えたいことは二つあります。一つ目は「信頼される人になること」です。時間や約束を守り、任された

仕事をやり遂げ、人のために尽力することで信頼は築かれます。信頼こそ、どんな時代にも必要な力です。二つ目

は「なりたい自分を思い描き、それに向かって努力し続けること」です。若い時の困難は将来の壁を乗り越えるた

めの練習です。前向きに努力を重ねることで、必ず目指す自分に近づけます。「人間万事塞翁が馬」と捉え、どん

な経験も糧にしてください。 

皆さんは内野中学校を大きく発展させた卒業生です。これからは広い視野をもち、「日本人としてどう生きる

か」「本当の豊かさとは何か」を自ら考え、判断し、行動してほしいと思います。卒業生としての誇りを胸に、失敗

を恐れず挑戦を続け、充実した未来を切り拓いてください。皆さんの前途に幸多かれと祈念して、式辞といたしま

す。 

令和８年３月３日 

校長 本間 謙一 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送辞（一部抜粋） 
寒さの中にも春の気配を感じる季節となりました。卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。在校生を

代表して、心からお祝い申し上げます。 

先輩方は、いつも私たち後輩を温かく見守り、支えてくださいました。行事や部活動だけでなく、普段の何気な

い学校生活の中でも、先輩方の存在は私たちにとって大きな力となりました。困ったときにはいつもやさしく声を

かけてくださり、そのおかげで私たちは安心して諸活動に取り組むことができました。本当にありがとうございま

した。 

今日の日を迎え、先輩方と触れ合えた日々が、なつかしく思い出されます。部活動や生徒会の活動で分からな

いことがあるといつもやさしく教えてくださいました。中には、廊下ですれ違うたびに声をかけてくださる先輩もい

て、私たちにとって大きな励みとなりました。 

飛翔祭では、三年生のリーダーの先輩方が中心となり、私たち一、二年生を力強く引っ張ってくださいました。

先輩方は連合全体の声がさらに出るよう、様々な工夫をして、応援を盛り上げてくださいました。リーダー以外の

先輩方も競技で全力を尽くし、精一杯応援をするその姿がとても頼もしく、今でもはっきりと心に残っています。 

輝瞳祭では、私たちが一年生の頃から、会場全体に響き渡る先輩方の美しい歌声に、何度も圧倒されてきまし

た。特に三年生としての歌声には、主体的に曲と向き合い、さらに高度な表現を求めて、練習を積み重ねてきた重

みを感じました。大きな感動を与えていただきました。本当にありがとうございました。先輩方の姿を目指して、私

たちも今後の合唱に臨んでいきたいと思います。 

さらに PBL においても、先輩方が自分の考えを持ち、仲間と協力しながら課題に向き合っていく姿にたくさん

の刺激をいただきました。学習成果の発表会では、学ぶことの大切さや協力することの意味を直接教わることが

できました。 

このように、先輩方はどんなときも私たちの憧れであり、心から尊敬できる存在でした。その先輩方が、内野中

学校で学んだことを胸に、それぞれの夢に向かって新たな一歩を踏み出す時がきました。頼れる先輩方が卒業し

ていかれるのは、とても寂しく、不安にも思います。しかし、私たち在校生は、先輩方が築き上げた伝統をしっかり

と受け継ぎ、さらに発展させていけるように力を尽くします。 

 卒業生のみなさん一人一人がこの内野中学校で培った力を、存分に発揮し、新しい生活の中でも自分らしく輝

きながら歩んでいかれることを、在校生一同、心からお祈りし、送辞といたします。 

在校生代表 

答辞（一部抜粋） 
冬の寒さも和らぎ、開花を待つ桜のつぼみの息吹が感じられるこの良き日に、私たち２５４名は内野中学校を

卒業します。先生方、在校生の皆さん、本日は私たちのために素晴らしい卒業式を行っていただき、卒業生一同

心から御礼申し上げます。 

三年前、私たちはまだ慣れない制服を身にまとい、内野中学校へ入学しました。そして三年間で、たくさんの人

に出会い、多様な「価値観」と触れ合ってきました。 

三年生になると、私たちは学校を引っ張るリーダーとしてたくさんのことに挑戦しました。飛翔祭では、一つの連

合だけで盛り上がるのではなく、全連合がお互いを高め合い、生徒全員が輝くことを目指しました。リーダーが中

心となって様々な取組を行うことで、今までにない最高に盛り上がった飛翔祭となりました。 

そして、中学校生活最後の行事となった輝瞳祭。私たちは、一人一人が合唱練習に積極的に参加し、りゅーとぴ

あで最高学年にふさわしい合唱を披露することができました。クラスで一致団結し、三年間の成長の全てを合唱

にのせることができたと信じています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この三年間、様々な人と出会い、過ごしてきた時間の中で、私たちは、互いの価値観を理解し、認め合うことの

大切さを学びました。 

先生方におかれましては、学校生活の中で私たち一人一人に向き合い、学習面や生活面での成長を陰ながら

サポートしてくださいました。先生方から教わったことを、私たちは決して忘れません。そして、地域の皆様。私たち

が安心して中学校生活を送ることができたのは、皆様が日頃から温かく見守り、応援してくださったおかげです。

温かく、活気あふれるこの地域で中学校三年間を過ごせたこと、本当にありがたく思います。これからもよろしく

お願いします。 

在校生の皆さん。私たちが創り上げてきたこの大切な内野中学校を皆さんに託します。これからもたくさんの

人と出会い協力して、より良い内野中学校を創り上げてください。期待しています。 

最後に卒業生のみんなと過ごしたこの三年間はかけがえのないものです。みんなと共に過ごし、高め合ったこ

の内野中学校での思い出は一生忘れません。みんなと一緒に過ごせてよかった。本当にありがとう。 

私たちは今日、中学校を卒業し、それぞれが自分で決めた道を責任をもって進んでいくことになります。変動

が激しく、先が見えない社会です。正解のわからない課題に直面するときもやってくるでしょう。そんなとき、私た

ちは、たくさんの人と手を取り合い、協力していかなければなりません。だからこそ自分が今いる環境や自分を支

えてくれる周りの方々に感謝し、一歩一歩、一日一日を大切に歩んでいかなければいけないと思います。最後に

なりましたが、これまで私たちを支えてくださったすべての方々に、改めて御礼を申し上げるとともに、内野中学校

の更なる発展を祈念して答辞とさせていただきます。 

卒業生代表 

 

 



 

 

 ３月１５日（日）に、静岡市清水文化会館マリナートで、関東ヴォーカルアンサンブルコンテストが行われました。合

唱部は新潟県の代表としてこのコンテストに参加し、銅賞を獲得しました。関東大会は全国大会常連の強豪校がひし

めき合う、とてもレベルが高い、参加することも容易ではないコンテストとなります。クラブ化に伴い、合唱部は今年度

で活動を終了しますが、有終の美を飾る素晴らしいハーモニーでした。 

 

 

出発前の３月１１日、合唱部部長にインタビューしました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２４日（火）に離任式が行われます。今年度、内野中学校を転出する教職員とのお別れの場となります。１、２

年生には下記の日程で、離任式を行うことを伝えてあります。時間に間に合うように登校するよう願います。なお、卒

業生は来校できませんので、ご承知おきください。 

１ 日 時    令和８年３月２４日（火） 

２ 時 間    午前８：３０～９：００ （８：１５までに登校） 

３ 会 場    内野中学校 体育館 

４ その他 ・ 制服で登校します。 

  ・ 登校したら教室へは行かず、直接体育館へ集合します。 

発表する曲の印象は？ 

まず、２つの曲についての由来を調べました。「別

れの歌」は卒業生と一緒に歌った曲です。夫を見送

る沖縄の民謡です。「無門」は病に倒れたときに作

られた、生への喜びを歌った曲です。どちらの曲も

自分事のように感情をのせて歌うことが大切だと感

じました。 

 

練習の中で、苦労したことは何ですか？ 

それぞれのパートを合わせるとき、音程が近く、音が

ぶつかるときにつられてしまうことです。一人一人の声

の個性を活かしつつまとまりを作ることにも苦労しまし

た。 

 

特に思い入れのあるフレーズはありますか？ 

同じ音がパートごとに重なって大きく盛り上がっていくと

ころが、情感がのってきて好きです。 

 

練習中、一番印象に残っているエピソードは？ 

自分たちができなかったところを、先生のアドバイス

でできるようになった達成感が最高です！ 

 

発表当日、歌声で伝えたいことはなんですか？ 

曲の風景が想像できるように、歌声で届けたいです。 

 

部長から部員のみんなへ 

合唱は、１人いないだけで音が変わってしまうから、みんなで創り上げるこ

とができて嬉しかったよ！ 

 

最後に一言お願いします 

応援してくれたすべての人

たちの気持ちに応えるため

に、全力を尽くします。ありが

とうございました！ 

 

 


